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社会の変容にどのように対応していくか
～ＪＲ連合「第１４回政策シンポジウム」を京都市で開催～

首
藤
若
菜
氏
（立
教
大
学
教
授
）を
迎
え

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
広
げ
る

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
一
〇
月
三
日
（
火
）
京
都
市
・
京
都
テ
ル
サ
に
て
「
第
一
四
回

政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
市
朗
会
長
は
開
会
の

挨
拶
に
て
「
昨
今
の
社
会
変
容
に
Ｊ
Ｒ
全
体
で
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
、
Ｊ
Ｒ

産
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
の
か
考
え
て
行
く
こ
と
が
肝
要
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
基
調
講
演
と
し
て
「
連
合
」
を
は
じ
め
メ
デ
ィ
ア
で
も
多
数
出
演
さ

れ
て
い
る
立
教
大
学
経
済
学
部
教
授
の
首
藤
若
菜
氏
を
招
聘
し
「
雇
用
情
勢
の
変

化
へ
の
対
応
と
、
労
働
組
合
の
役
割
」
に
つ
い
て
課
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
部
の
「
単
組
報
告
」
で
は
、
Ｊ
Ｒ
単
組
、

グ
ル
ー
プ
労
組
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
自
社
の
労
働
条

件
や
人
材
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
の
現
状
と
課

題
認
識
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
つ
Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
市
朗
会
長

首
藤
教
授
（
右
）
と
榎
硲
執
行
委
員
（
左
）

第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
首
藤
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
「
多
様
化
す
る
組
合
員
の
価
値

観
と
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
」
「
多
様
な
人

材
の
活
躍
に
向
け
た
諸
制
度
・
就
労
環

境
の
創
出
」
「
離
職
へ
の
対
応
」
な
ど

を
テ
ー
マ
に
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
、
榎
硲
文

野
中
央
執
行
委
員
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
登
壇
し
、
組
合
員
の
声
に
基
づ
い
た

現
状
の
課
題
、
今
次
「
基
本
協
約
改
訂

交
渉
」
に
お
け
る
前
進
な
ど
に
つ
い
て

発
言
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
各
社
と

も
要
員
配
置
は
真
に
適
正
水
準
な
の

か
」
「
若
手
・
子
育
て
世
代
・
介
護
世

代
・
高
齢
者
そ
れ
ぞ
れ
の
均
等
待
遇
を

如
何
に
確
保
し
て
い
く
の
か
」
な
ど
、

議
題
の
本
質
に
迫
る
議
論
も
飛
び
交
い

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

第
四
部
で
は
Ｊ
Ｒ
連
合
・
宮
野
企
画

局
長
よ
り
「
新
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
」
策
定
に
向
け
た
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
報
告
と
提
起
が
な
さ
れ
た
の
ち
、

Ｊ
Ｒ
連
合
労
働
政
策
委
員
長
の
尾
内
副

会
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
中
央
執
行

委
員
長
）
よ
り
「
Ｊ
Ｒ
産
業
の
隆
盛
を

維
持
し
て
い
く
た
め
総
掛
か
り
の
取
り

組
み
を
」
と
挨
拶
さ
れ
、
熱
気
あ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

パネルディスカッションに臨む首藤教授とパネリストの皆さん
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